


　令和7年（2025年）を迎え、新

年の御挨拶を申し上げます。

　昨年は、元日に発生した石川県

能登地方を震源とする地震、各地

での大雨や台風による災害、8月

に発生した宮崎県日向灘を震源と

する地震など日本各地で災害が相

次ぎ、とりわけ令和6年能登半島

地震の被災地においては、復旧作

　令和7年（2025年）の新春を迎
えるに当たり、皆様に謹んで御挨
拶申し上げます。
　昨年は、元日に能登半島地震が
発生し、多くの尊い人命と貴重な
財産が失われ、8月には宮崎県日
向灘を震源とするマグニチュード
7.1の地震が発生し、初めて南海
トラフ地震臨時情報としての「巨
大地震注意」が発表されました。

業が進む中、再び土砂災害や河川の氾濫が発生し、

住民生活にさらなる被害をもたらすなど、改めて日

本が災害大国であることを痛感いたしました。犠牲

になられた方々の御冥福と被災された方々へ、心か

らお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興

をお祈りいたします。

　会長として2年目の活動となった令和6年（2024

年）は、会員の皆様の御支援、御協力により、総会

をはじめ、交流会などさまざまな協会活動を無事に

遂行することができ、心より感謝申し上げます。

　さて、昨年は、今後30年以内に80％程度の確率で

発生すると言われております南海トラフ地震の臨時

情報が8月に運用開始後初めて発表され、これまで

にも増して緊張感のある1年となりました。

　このような状況下において、我々事業所として

は、地域社会の一員として、災害発生時の役割を担

うことが重要であり、ＢＣＰ（事業継続計画）に基

づき、事業所の安全確保、従業員の保護、そして地

域社会への貢献を果たす必要がございます。そのた

めには、日頃から地域住民の皆様との連携を強化

し、コミュニケーションを図ることが不可欠であ

り、地域の防災活動に積極的に参加し、地域住民の

皆様との信頼関係を築き、災害発生時の相互支援体

制を構築していく必要がございます。

　本会としても、地域社会の安全を守るため、これ

からも会員の皆様とともに、防災意識の向上と防災

体制の強化に努め、安心して暮らせるまちづくりに

貢献してまいります。

　最後に、市民の皆様をはじめ、本会員、消防関係

者の方々の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、年

頭の御挨拶とさせていただきます。

　また、能登半島地震の被災地においては、復興途
上の中、9月の記録的大雨により甚大な被害が出るな
ど、豪雨や台風による被害が全国各地で発生し、多く
の方々が犠牲になられました。お亡くなりになられた
方々の御冥福をお祈りするとともに、被災された方々
に心からお見舞い申し上げます。
　さて、本市では昨年4月に阪急南千里駅前に総合防
災センターが完成し、同じく同センター内には豊中、
吹田、池田、箕面、摂津市及び豊能、能勢町を管轄す
る「北大阪消防指令センター」も運用を開始してお
り、約114万人もの市民・町民の皆様の命を繋ぐ窓口
として機能を果たし、相互の応援体制を迅速に行うこ
とができ、災害対応力の強化を図ることが可能となっ
ております。
　昨年、本市では救急件数が23,401件と、3年連続で
過去最多の件数となりました。そのような状況下で昨
年4月から救急隊１隊を増隊し、10隊運用となりまし
た。これは、市長の御判断と市議会をはじめ、関係各
位の御理解を賜り実現できたもので、救急需要の増加
にしっかりと対応してまいります。一方、火災件数は
37件と5年連続で30件台と中核市では全国トップクラ
スの火災が少ない状況でございます。これは関係機
関、各団体の御尽力、また、各市民の皆様が高い防火
意識をお持ちであることが繋がっていると感じるとこ
ろでございます。
　しかし、そのような中でも昨年は火災による死者が
2名という現状を踏まえ、引き続き、吹田市民39万人
の皆様がより安全で安心して暮らせる「まち」となる
よう「救える命を助けるために」、取り組んでまいり
ます。
　結びに、市民の皆様をはじめ、本会員の皆様の御健
勝、御多幸をお祈り申し上げるとともに、今後とも消
防行政の推進に変わらぬ御理解と御協力を賜りますよう
お願い申し上げ、新年の御挨拶とさせていただきます。
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　令和6年11月20日（水）、新大阪江坂東急

REIホテルにおいて、令和6年度吹田市防火防

災講演会が開催され、吹田市防火連合会　川口

会長の挨拶の後、元陸上自衛隊のヘリのパイ

ロットとして40年間勤められた公益財団法人

隊友会　近畿地域担当執行役　早川　喜代司　

氏に「大規模災害の実態を知り、南海トラフ地

震に備える」と題して御講演いただき、100

名以上の参加者が聞き入っておられました。

　防火防災講演会の後、傘下防火協会

と消防機関の相互の親睦を深めるため

に開催された交流会に後藤市長、泉井

市議会議長も御出席され、盛大に行わ

れました。各テーブルでは、近況報告

や情報交換が行われ、88名の関係者が

楽しい時間を過ごされました。

　令和6年秋季全国火災予防運動（11月9日～11月

15日）期間中の令和6年11月12日（火）に吹田市

旭通商店街周辺で、吹田市建設業防火協会の橋本

会長以下21名の方々による火災予防運動街頭広報

が実施され、後藤市長、泉井市議会議長も御参加

いただき、市民の皆様への防火意識の啓発に御協

力をいただきました。

　令和6年10月30日（水）、吹田市家庭防火ク

ラブ連絡協議会の阪本会長をはじめ9名の会員

の皆様が和歌山県の「稲むらの火の館」で津波

防災に関する体験研修を受けられ、改めて津波

の恐ろしさを知ることができたと関心を寄せら

れていました。
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　令和7年1月12日（日）、吹田市内本町3丁目神崎川河川敷で消防職員、消防団員、自衛消防隊、家庭防火ク

ラブ、幼年消防クラブ、自主消火組織など総勢1,008名、車両等29台による消防出初式が盛大に執り行われま

した。

　分列行進では、吹田市のイメージキャラクター「すいたん」とガンバ大阪の「ガンバボーイ」にも参加いた

だきました。その他、幼年消防クラブによる消防車との綱引き勝負、救助隊による訓練披露、消防車両等によ

る一斉放水が行われ、市民の皆様の注目を浴びることで、参加者の士気が高まっていました。

　令和6年10月27日（日）、吹田市北消防署があ

るＤＲＣ　Ｓｕｉｔａにおいて、「消防署開放

デー」が開催され、煙体験、放水体験、ミニ消防

車の乗車など敷地内に体験コーナーが設けられま

した。来場者には、缶バッチなどのノベルティが

配られ、各コーナーでは、親子で仲良く体験され

ている姿があり、庁舎内は、約400人の来場者で

賑わっていました。

　令和6年10月31日（木）、11月1日（金）の2日間に

わたりＤＲＣ　Ｓｕｉｔａの1階屋外訓練スペース等

において、吹田市消防本部警防技術練成会が開催さ

れ、両日とも中高層建物火災を想定した参加隊の連携

訓練が行われ、はしご車を活用した迅速かつ的確な救

助活動や梯上放水を披露されました。

　令和6年10月22日（火）及び23日（水）、ＤＲＣ　
Ｓｕｉｔａの1階屋外訓練スペース等において、集団災
害対応訓練が行われ、救急隊は、消防隊や救助隊などの
各隊と連携し、多数傷病者が発生した状況で、迅速かつ
的確な活動を披露されました。
　また、済生会千里病院千里救命救急センターのＤＭＡＴ
も参加され、両日とも関係機関との連携が実現し、参加
隊にとっては有意義なものとなったことでしょう。
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　令和6年11月3日付けで内閣府より発令が

あり、秋の叙勲受章者として、元 吹田市

消防団 団長 奥田　善孝 氏、第43回危険

業務従事者叙勲受章者として、元 吹田市

消防本部　総括参事西尾　敬三　氏が選

ばれました。令和6年秋の叙勲（瑞宝単光

章）は、国の発展に貢献し、あるいは社会

公共の福祉の増進に寄与した功績顕著な者

に授与される勲章、危険業務従事者叙勲

（瑞宝双光章）は、著しく危険性の高い業務に精励した者に授与される勲章であり、数多くの候補者の中から

功績の高い2人が選ばれました。

　令和6年12月11日（水）、大阪府庁において、令和6年度大阪府女性防

火クラブ連絡協議会会長表彰式が行われ、優良女性防火クラブに吹田市

都呂須家庭防火クラブ（代表受賞：会長　砂子　恵美　氏）が選ばれ、

表彰状が授与されました。

　令和6年11月20日（水）、新大阪江坂東急REIホテル

において、令和6年度吹田市工場危険物防火協会会長

定例表彰式が行われ、優良危険物取扱者として、株式

会社日本触媒　吹田地区研究所　利根川　修一　氏、

アスクルロジスト株式会社　西日本物流事業本部　関

西物流センター　藤田　淳子　氏、柴田石油株式会社　

江坂給油所　吉田　雄希　氏、優良自衛消防隊員とし

て、アサヒビール株式会社　吹田工場　濱野　正治　

氏、優良防災推進事業所として、株式会社上杉工業

（代表受賞：上杉　紘平　氏）、株式会社吹公社（当

日御欠席）がそれぞれ受賞されました。

　令和6年11月11日（月）に西消防署、同年12月29日

（日）に南消防署でそれぞれ救急活動に対する感謝状

の贈呈式が行われました。駅のホーム上で突然倒れ、

心肺停止状態になった傷病者に対し、島田　俊彦　氏

と東﨑　周作　氏が、また、運動中に突然倒れ、心肺

停止状態になった傷病者に対し、木下　泰夫　氏と

上田　篤　氏が、それぞれ互いに連携しＡＥＤを使用

した心肺蘇生法を行い、傷病者の命が救われた功績に

より、各署長から感謝状が贈呈されました。

5



6



7



8


